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1. 逆合成解析  
 本化合物を合成する上で課題となるのが、ジアザスピロ骨格の立体選択的構築と第 4級炭素を含む 4連
続不斉炭素中心の構築である。この課題を解決し効率的な全合成を行うため、以前当グループが報
告した酸化的骨格転位反応 1を鍵工程として用いることとした。はじめに、本転位反応が 1 の合成
に適用可能であるか調べるために、1の部分構造を有する 2をモデル化合物に設定し、逆合成解析を行っ
た。モデル化合物 2 は、酸化的骨格転位と、置換基 R の除去により合成することとした。なお基質 1,2-ジア
ミノエテン 3 には、より熱力学的に安定なインドール 4 への異性化を抑制するため、置換基 R の導入が必
要である。したがって、1,2-ジアミノエテン 3 はテトラヒドロ-β-カルボリン 6 の 4a 位に対する置換基 R


































































2. 酸化的骨格転位反応によるモデル化合物の合成  















3. カスケード環化反応と C-H官能基化反応を用いた Isoschizogamineの全合成  
 申請者は、独自に開発したカスケード環化反応を用いることで鍵中間体として設定した 4環性骨格の構築
に成功した。本カスケード反応は、鎖状化合物から 1の A, B, C, D環を有する 4環性骨格を一挙に構築可
能であり、多環性アルカロイドの迅速合成法への展開が期待される。その後、合成終盤での C-H 官能基化
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